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に賛同するであろうが，いくら前の世代よりも ICT を使用する若い世代の割合が多い（Dutton &
Helsper, 2007 ; Cheong, 2008 など参照）とはいえ，若い世代の中でもどのように新しいテクノロジー
を使用するのか，なぜ利用するのか，またどのくらい有効に使用できているのかは，人によって大き
く異なる（DiMaggio & Hargittai, 2001 ; Facer & Furlong 2001 ; Livingstone & Helsper, 2007 など参








の 27 大学に在学する 2000 人を超える学生を対象にアンケート調査を行った。その結果，多くの学
生がコンピュータを効果的な学業とコミュニケーションの手段として使用しており，大学におけるコ
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& Morgan 2004）。この調査には 13 のアメリカの大学の 4374 名の学生が参加した。ほとんど（93.4％）
の学生がパソコンを所有し，携帯電話の所有も 82％ にのぼった。ICT を使って行う作業で最も一般
的な者はワープロ，電子メール，ネットサーフィンであった。一見，この結果は Prensky やその支
持者のデジタルネイティブモデルを支持する様に見える。しかし，ほとんどの ICT 活動はコミュニ
ケーションあるいは学業に関することで，Facebook や YouTube などのウェブサイトで使うコンテン
ツやマルチメディアを自分で制作している学生は約 21％ しかいなかった。このことから，研究者は
調査対象となった学生のコンピュータスキルは，Prensky によると ICT の使用に自信があるはずの
デジタルネイティブとして予期されるほどに高くはないのではないかとの疑念を持つようになった。
さらに最近のオーストラリアでの調査でも同じような結果がもたらされ，この傾向は支持されてい
る（Kennedy, Judd, Churchward, Gray, & Krause, 2008 ; Oliver & Goerke, 2007）。この調査では，若い














帯は 67.1％ にものぼる（OECD, 2011）。総務省（MIC, 2012）によると日本は世界で最も高速なブロー
ドバンド網を持ち，13 歳から 49 歳までの人口の 90％ 以上がインターネットに接続している。日本
は世界で最も携帯電話の所有率が高いとも言われ（Takahashi, 2008），インターネットが使用できる
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携帯電話の利用者数が世界で 2 番に多い（MIC, 2012）。日本中どこでも，あらゆる年齢のあらゆる社
会・経済的グループが通話よりもむしろインターネットへのアクセスや，電子メールを利用するため



































情報処理教室，CALL 教室，図書館などに約 2000 台の教育用パソコンが配備され学生が使用できる
ようになっている。また，学習支援システムとして Moodle が全学的に使用されている。
本学情報センターでは毎年オンラインで，学生の情報機器使用に関するアンケートを行っている。
2011 年度には 2,161 人が回答した。回答者のうち 98％ が自宅に使用できるパソコンがあると答えた。




















アンケートの回答者は 2011 年度の本学一年次生 337 名で，学部の内訳は表 1 の通りである。ただ
し，コンピュータ理工学部の学生は他の学生とはパソコン使用について異なる傾向があると思われる
ことから，全体のデータとは別に扱った。男子 250 名，女子 87 名で，ほとんどの学生が 18 歳から
19 歳である。全体の半数が自宅から通学し，残りの半分が寮または一人暮らしであった。各学部の
一年次「英語オーラルコミュニケーション」のクラスから無作為にクラスを選択し，学生は授業時間









































5 は学生のパソコン使用時間がいかに限られているかを示している。大多数の学生が一日に 3 時間以
下しかパソコンを使用していない（59％ が 0～1 時間，29％ が 1～3 時間）。一方，携帯電話の使用時
間はパソコンよりもずっと長い（45％ が 1～3 時間，36％ が 3 時間以上）。コンピュータ理工学部の
結果を見ても，一日に 3 時間以上パソコンを使用している学生は 32％ に過ぎず，78％ が 1～3 時間
と回答した（図 6）。
図 3 パソコン使用時間帯 図 4 パソコンを使用する場所
図 5 パソコン・携帯電話使用時間 図 6 パソコン・携帯電話使用時間（コン理工）








かを知るため，写真をどこに保存しているかを尋ねた。図 7 を見るとわかるように，54％ が写真は





Q14 から 38 は学生のウェブサイト・ソフトウェアの認知度を測ることを目的に作られた。リスト
に挙げたウェブサイトとソフトウェアについてそれぞれ 4 段階評価（1．よく使う，2．時々使う，3．
知っているがあまり使わない，4．知らない）で回答を得た。表 2 に回答の平均値を示す。平均値が 3
以上である項目（網掛け部分）は大多数が「3．知っているがあまり使わない」または「4．知らない」
と回答したもので，認知度の低さを，平均値が 2 以下の場合（太字の項目）は，その項目の認知度の
高さを示す。列挙したすべてのウェブサイトとソフトウェアの中で 2 以下の値を得たのは YouTube,
Yahoo, Google, mixi の 4 項目だけであった。学生の多くは授業で Moodle, Word, Excel, PowerPoint
などを使用することを求められているにもかかわらず，これらのソフトへの認知度はあまり高くない


















ウェブサイト 回答＊ ソフトウェア 回答＊
YouTube 1.38
Yahoo 1.52 Word 2.11
Google 1.71 iTunes 2.15
mixi 1.87 Excel 2.44
Moodle 2.1 Skype 2.46
Amazon 2.35 PowerPoint 2.58
Rakuten 2.59 MediaPlayer 2.76
Twitter 2.76 RealPlayer 3.31
Facebook 3.05 Openoffice 3.56
Excite 3.52 Moviemaker 3.56
Myspace 3.64 iMovie 3.62
Flickr 3.71 Prezi 3.63















支払い（おさいふケータイ, オンライン振込み等） 3.14 3.01
レポートや論文を書く 3.27 1.59



























































































に推し進めようとするのは間違いであるということがわかる。CALL や CMS に関してよく言われる






もちろん，CALL や Moodle のような CMS を避けるべきだと主張しているのではない。むしろ，
デジタルと紙ベースの資料の両方をうまく組み合わせて利用するようなアプローチを検討するべきで
ある。加えて，本研究は CMS のデザインについても示唆するところがある。現在多くの CMS はパ
ソコンで使用することが前提に作られているため，学生が携帯端末からアクセスし，利用することに
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a. 経済学部 e. 文化学部
b. 経営学部 f. 理学部
c. 法学部 g. コンピュータ理工学部

































b. 正午～午後 5 時
c. 午後 5 時～午後 11 時








b. 正午～午後 5 時
c. 午後 5 時～午後 11 時
















Q14 Google a b c d
Q15 Yahoo! a b c d
Q16 Excite a b c d
Q17 Moodle a b c d
Q18 YouTube a b c d
Q19 楽天市場 a b c d
Q20 Amazon a b c d
Q21 Mixi a b c d
Q22 Facebook a b c d
Q23 Twitter a b c d
Q24 Myspace a b c d
Q25 Picasa a b c d







Q27 Word a b c d
Q28 Excel a b c d
Q29 PowerPoint a b c d
Q30 Prezi a b c d
Q31 iMovie a b c d
Q32 Moviemaker a b c d
Q33 OpenOffice a b c d
Q34 Google Docs a b c d
Q35 RealPlayer a b c d
Q36 iTunes a b c d
Q37 Media Player a b c d















Q69 講義を受ける a b c d
Q70 小テストを受ける a b c d
Q71 試験を受ける a b c d
Q72 調べものをする a b c d
Q73 レポートを書く a b c d
Q74 発表をする a b c d






Q39 a b c d Q40 a b c d
メールやメッセージの送信 Q41 a b c d Q42 a b c d
写真や動画の編集 Q43 a b c d Q44 a b c d
動画やテレビを見る Q45 a b c d Q46 a b c d
ゲームをする Q47 a b c d Q48 a b c d
音楽を聴く Q49 a b c d Q50 a b c d
音楽のダウンロード Q51 a b c d Q52 a b c d
本，雑誌，新聞などを読む Q53 a b c d Q54 a b c d
オンラインショッピング
（Amazon，楽天市場等）
Q55 a b c d Q56 a b c d
支払い（おさいふケータイ，
オンライン振込み等）
Q57 a b c d Q58 a b c d
大学の情報を確認する
（POST）
Q59 a b c d Q60 a b c d
検索エンジンを使って情報
収集する




Q63 a b c d Q64 a b c d
レポートや論文のために調
べものをする
Q65 a b c d Q66 a b c d
レポートや論文を書く Q67 a b c d Q68 a b c d
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‘Digital native’ is a term, popularized by Prensky (2001a), for people born in the digital era (after
1980). This term is often contrasted with ‘digital immigrants’, those born prior to the 1980s. In recent
years, this dichotomy has been used to raise awareness of differences in technology usage between these
two groups, and their implications for education. This paper deals with the present generation of
students and their relationship to technology, providing empirical data obtained in a Japanese context.
Using a survey questionnaire, this paper examines 337 KSU students’ use of digital technology
(primarily computer and mobile phone use) in academic and non-academic settings, as well as student
preferences for digital or paper-based learning materials. The results of the study show that students
have a wide access to digital media and ICTs, but are limited in their use of certain kinds of media and
technology. The paper concludes with a discussion of the implications of the survey results for
classrooms and teachers, as well as what this means for the role of computers in self-study contexts and
new methodologies in Japanese higher education.
Keywords : digital natives, digital immigrants, learning preferences, ICT, CMS
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